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ABSTRACT

　This study aimed to clarify which musculature characteristics is directly related with 
improvement of sprint performance by examining trunk and lower extremity muscle 
cross-sectional area change before and after training period. Twelve collegiate male 
sprinters and hurdlers took part in this study （age 20.4±0.5 yrs, height 172.3±4.5 
cm, body mass 64.7±5.9 kg）．Cross-sectional images from the origin to insertion of 
21 trunk and lowerlimb muscles were obtained with via magnetic resonance imaging 
（MRI）．The absolute cross-sectional areas of each muscle were calculated as 
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　要　旨

　本研究は，体幹部および下肢筋群の筋横断面積

の変化を検討することで，スプリント能力の変化

と筋の形態的特徴の対応を明らかにすることを目

的とした．被検者は大学男子陸上競技短距離およ

びハードル選手 12 名（年齢 20.4±0.5 歳，身長

172.3±4.5cm，体重 64.7±5.9kg）とした．トレー

ニング期の前後において，核磁気共鳴画像法（MRI

法）を用いて，体幹および下肢の横断画像を撮像

し，それらの画像から各筋の筋横断面積を算出し

た．加えて，被検者には陸上競技実験場において

スパイクを着用させたうえで，60mの全力走を

2本行わせた．トレーニング期の前後で，疾走速

度が向上した被検者を V+群，減少した被検者を

V-群に振り分け，両群の筋横断面積の変化から

スプリント能力に関与する骨格筋を探索すること

とした．その結果，最大疾走速度と 13 筋（外側

腹筋群，大腰筋，脊柱起立筋，大臀筋，中・小臀

筋，外側広筋，中間広筋，内側広筋，縫工筋，大

腿二頭筋，半腱様筋，半膜様筋および薄筋）との

間に有意な相関関係が認められた一方，トレーニ

ング期前後の大腰筋，脊柱起立筋，大臀筋および

半腱様筋の変化量のみ，V+群と V-群で有意な

差が認められた．以上のことから，大腰筋，脊柱

起立筋，大臀筋および半腱様筋がスプリント能力

に重要な役割を持つことが示唆された．

　緒　言

　陸上競技短距離走選手の身体的特徴を明らか

にした研究は数多く行われている（Costill et al., 

1976 1）；秋間ら，1995 2）；Slawinski et al., 2010） 3）．

その中で Slawinski et al.（2010）3）は，10 秒前半

にある選手が 11 秒前半にある選手と比較して身

長に有意な差はない一方，体重が 10kg以上重い

ことを示している．また，Kumagai et al.（2000） 4）

は 10 秒台選手と 11 秒台選手では身長および体重

に有意な差がみられない一方，体脂肪率に有意な

差がみられたことを明らかにしている．このよう

に，先行研究間で身体的特徴に違いはみられるも

indices of muscularity using images. The participants performed two 60-m maximal 
sprint on a synthetic surface track wearing spiked shoes. After experiment, they 
were divided two groups, one is V+ group （the participants of this group improved 
maximal sprint velocity of 60-m sprints）， the other is V- group （The others decreased 
that）．We focused the difference of muscle cross-sectional areas change before and 
after training session between V+ group and V- group, and explored which skeletal 
muscle was related with sprint performances. Significant simple correlation with 
maximal sprint velocity was found for 13 muscularity indices （abdominal oblique and 
transverse abdominal, psoas major, erector spinae, gluteus maximus, gluteus medias 
and minimus, vastus lateralis, vastus intermidius, vastus medialis, sartorius, biceps 
femoris, semitendinous, semimembranosus and gracilis）．On the other hands, change 
value of psoas major, erector spinae, gluteus maximus and semitendinous before 
and after training session is significantly different between V+ group and V- group. 
These findings suggest that muscularity indices of psoas major, erector spinae, gluteus 
maximus and semitendinous play a significant role in sprint performance.
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のの，高い疾走能力を有する選手は身体が特異的

に変化している．疾走動作は筋収縮によって関節

運動を繰り返すが，より高いスプリントパフォー

マンスを有する選手ほど 1歩毎に発揮する関節ト

ルクが大きく，それによって高い推進力を獲得し

ていると考えられる（阿江ら，1986） 5）．つまり，

より素早く疾走するためには，その原動力となる

筋を効果的，効率的に活動させる必要があり，そ

のためには疾走動作に寄与する下肢筋群を特定

し，改善することが必要不可欠となる．

　筋の形態的特徴を明らかにする代表的な取り組

みとして，超音波法を用いた筋厚の評価が実施

されている（Abe et al., 1994，2000） 6, 7）．短距離

選手の特徴を明らかにした報告（Kumagai et al., 

2000） 4）によると，転子点を 100%，大腿骨の遠

位端を 0%と定義し，30%，50%および 70%位

置の大腿前後部の筋厚を検討したところ，大腿前

部では 30%位置の，大腿後部では 50%位置の筋

厚が 11 秒台選手と比較して 10 秒台選手の方が厚

いことが示されている．このことは，高い疾走速

度を獲得する選手の特徴として，大腿前後部の筋

が特異的に肥大していると考えられる．さらに，

近年ではより包括的に筋の形態的特徴を把握す

るため，核磁気共鳴画像法（Magnetic Resonance 

Imaging，MRI法）を用いた筋横断面積を評価す

る取り組みが行われている．MRI法は，超音波

法とは異なり，10 分程度の撮影で，多くの筋を

評価することが可能となる．そのようなことから，

部位間差などの詳細な検討を実施した研究がいく

つか報告されている（狩野ら，1997；Hoshikawa 

et al., 2006） 8）．この手法を用いて，短距離選手の

大腿部の筋横断面積の特徴を明らかにした研究

では，100m走の自己記録と前述の定義における

70%位置における内転筋群およびハムストリング

スの筋横断面積との間には有意な相関関係が認め

られており，大腿近位部における両筋の肥大がス

プリントパフォーマンスに貢献することを示唆し

ている．さらに，筋の形態的特徴をより詳細に把

握できる筋体積を評価した Sugisaki et al.（2017） 

9）は，100m走のシーズン記録が大腰筋，大臀筋，

中臀筋および小臀筋，ハムストリングスの筋体積

と有意な相関関係がある一方，重回帰分析では臀

筋群と大腿四頭筋の比が選択されたことを示して

いる．これは，臀筋群が大きく，大腿四頭筋が小

さい筋形態を有する選手ほどスプリントパフォー

マンスが高いことを示しており，そのような形態

を保持することの重要性を示唆している．

　しかしながら，上記の研究はすべて横断的な手

法を用いてスプリントパフォーマンスと筋の形態

的特徴との関係を明らかにしたものであり，実際

に前述したような筋の変化が疾走能力を向上させ

るか否かという因果関係を明らかにした研究はな

い．陸上競技短距離走現場では，11 月から 3月

を鍛錬期（トレーニング期）と位置づけ，疾走能

力の向上を目指したさまざまなトレーニングが実

施されている．その取り組みによって，疾走能力

が改善する選手がみられる一方，改善しない選手

もしばしば存在する．このことは，トレーニング

期に疾走能力の向上に適した筋形態になるような

取り組みを遂行できなかった可能性が示唆される

が，疾走能力が改善した選手，しなかった選手が，

どのような筋に変化がみられた，みられなかった

のかを明らかにした研究はない．トレーニング期

の前後で疾走能力の変化に伴い，どのように筋が

変化した，もしくはしなかったのかを明らかにす

ることができれば，疾走能力の向上に直接的に寄

与する筋を特定できると考えられる．

　そこで本研究は，スプリントパフォーマンスの

向上を目的とした取り組みを実施した選手を対象

に，トレーニング期（11 月～ 3 月）前後の筋の

形態的特徴を明らかにすることで，疾走能力の向

上に寄与する骨格筋群を究明することを目的とし

た． 
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　1．研究方法・実験方法・調査方法

　1．1　被検者

　被検者は，100 m走，200m走，400m走，110mハー

ドルおよび 400mハードルを専門とする大学男

子陸上競技短距離・ハードル選手 12 名（年齢

20.4±0.5 歳，身長 171.3±4.5cm，体重 63.8±5.9kg）

であった．いずれの被検者も上肢あるいは下肢に

障害を有しておらず，筋機能に影響を与えるよう

な薬を服用していなかった．本研究では，トレー

ニング期の前後で最大疾走速度が向上した群を

V+群，向上しなかった群を V-群とした．

　本実験は，事前に国立スポーツ科学センター倫

理委員会の承認を得たうえで行った．測定の実施

に先立ち，被検者には，本研究の目的および実験

への参加に伴う危険性について十分な説明を行

い，実験参加の同意を書面で得た．被検者は，週

5日以上のトレーニングを実施していた．

　

　1．2　実験プロトコル

　本研究では，陸上競技の鍛錬期前後にあたる

11 月（事前測定：Pre）および 3月（事後測定：

Post）に測定を実施し，それらの時期における形

態，身体組成，体幹部，骨盤部および大腿部の筋

横断面積，スプリントパフォーマンスを計測した．

　

　1．3　測定項目

　1．3．1　形態および身体組成

　身長は，全自動身長体重計（AD-6228A，エー・

アンド・デイ）を用いて 0.1cmおよび 0.1kg単位

で計測した． 

　身体組成は，生体電気インピーダンス法式の

体成分分析装置（Inbody 770，Inbody）で測定

し，体重，体脂肪率，脂肪量および除脂肪体重を

計測した．また，身長および体重から Body mass 

index（BMI，体重 /身長 2）を算出した．

　1．3．2　体幹部，骨盤部および大腿部の筋横 

　　　　　　断面積

　体幹部，骨盤部および大腿部の筋横断面積の

測定には，MRI法を用いた．3.0 TのMRI装置

（Magnetom skyra，シーメンス社製）により，骨

盤上端直上部（ヤコビー線），骨盤部（転子点位置），

大腿部（転子点から膝皴点の長さを 100%とした

場合の 50%位置）における T1 強調画像を取得し

た．撮像はボディコイルを用いて行い，撮像シー

クエンスはグラディエントエコー法であった．撮

像条件は，繰り返し時間98ms，エコー時間4.28ms，

撮像領域380×380mm，マトリクス256×256，フィ

リップ角 75deg，積算 1回，スライス厚 10mmで

あった．撮像においては，被検者には伏臥位で安

静状態を維持させた．体幹部および骨盤部の撮像

中は呼吸によるアーチファクトを除去するため，

撮像中 24 秒間は息を止めるように指示した．

　取得したMRI横断画像を解析用パソコンに転

送し，解析ソフト（ISIS，HITACHI社製）を用いて，

体幹部では腹直筋，外側腹筋群（外腹斜筋・内腹

斜筋・腹横筋），大腰筋，腰方形筋，脊柱起立筋を，

骨盤部では大臀筋，中臀筋，小臀筋，大腿部では

大腿直筋，外側広筋，中間広筋，内側広筋，大腿

二頭筋（短頭および長頭），半腱様筋，半膜様筋，

内転筋群（大内転筋，長内転筋），薄筋における

各筋の筋横断面積を算出した．本研究では，筋群

毎に両脚を合算した値を採用した．

　1．3．3　疾走能力

　短距離選手には，屋内の陸上競技場にてクラウ

チングスタートから 60m走を実施させた．測定

の実施に先立ち，被検者毎に全力疾走できるよう，

競技会を模した 1時間のウォーミングアップを行

わせた．

　疾走速度は，レーザー速度計（LDM301S，フォー

アシスト社製）を用いて 100Hzでパーソナルコ

ンピューターに取り込んだ．レーザー速度計は，

被検者から後方 10mに配置し，背部にレーザー
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を照射することで位置座標を計測した．取り込ん

だデータを，専用の解析ソフト（FARSD，フォー

アシスト社製）によって 1Hzのローパスフィル

ター（4次のバターワース型）で平滑化し，60m

走における最大疾走速度を算出した．

　疾走回数は 2回とし，最高値を採用した．2回

の試行における最大疾走速度の差は 5%以内で

あった．

　2．統計処理

　各測定値の基本統計量は，平均値±標準偏差

（SD）で表した．横断的調査として，最大疾走速

度と形態，身体組成，体幹部・骨盤部および大腿

部の筋横断面積との関係を明らかにするために，

ピアソンの積率相関係数（r）を算出した．また，

上記の測定項目について t検定を用いて V+群お

よび V-群の群間比較を行った． 

　すべての統計処理は統計処理ソフト（IBM 

SPSS Statistics 20，IBM）で行った．危険率 5%

未満をもって統計的に有意とした． 

　3．研究結果・実験結果・調査結果

　V+群および V-群における形態，身体組成，

体幹部・骨盤部および大腿部の筋横断面積を表 1

に示した．内転筋群を除くすべての項目で，両群

間に有意な差は認められなかった．

　トレーニング期間前後における 60m走の最大

疾走速度を図 1に示した．Preおよび Post測定に

おける V+群の最大疾走速度は，それぞれ 9.79±

0.38m/s，9.97±0.34m/s，V-群の最大疾走速度は，

それぞれ 9.80±0.57m/s，9.64±0.51m/sであった．

Pre測定時における両群間の最大疾走速度に有意

な差は認められなかった（P<0.05）．

　Pre測定時における最大疾走速度と各測定変

数との関係を表 2に示した．最大疾走速度は，

BMI，除脂肪体重，外側腹筋群，大腰筋，脊柱起

立筋，大臀筋，中臀筋・小臀筋外側広筋，中間広

筋，内側広筋，縫工筋，大腿二頭筋，半腱様筋，

半膜様筋および薄筋と有意な正の相関関係を示し

（r=0.649 ～ 0.759，P<0.05），体脂肪率は有意な負

表 1　Physical characteristics in the sprinters and hurdlers

 V+group V- group
  Pre Post Pre Post
Body height, cm 173.8（4.9） 174.2（5.3） 170.8（3.8） 170.7（3.7）
Body mass, kg 67.9（4.0） 69.2（5.2） 61.5（6.0） 62.7（6.7）
Body mass index, kg/m2 22.4（0.6） 22.8（0.9） 21.1（1.9） 21.5（2.0）
Percent body fat, % 12.0（3.6） 11.6（2.4） 9.4（2.6） 9.2（2.6）
Fat mass, kg 8.0（2.1） 8.0（1.4） 5.7（1.3） 5.7（1.6）
Free fat mass, kg 59.8（5.5） 61.3（5.8） 55.8（6.6） 57.0（6.8）

Muscle cross-sectional area, cm2
rectus abdominis 18.6（3.4） 18.3（2.2） 14.8（2.8） 14.9（2.5）
abdominal oblique and transverse abdominal 57.3（6.9） 60.0（6.9） 51.0（9.5） 53.2（9.9）
Psoas major 46.4（9.0） 48.0（9.0） 41.5（8.7） 40.1（7.0）
quadratus lumborum 16.3（1.7） 16.5（1.4） 16.2（2.2） 17.5（2.5）
erector spinae 63.0（7.3） 66.4（7.4） 56.9（10.5） 57.5（11.0）
gluteus maximus 140.5（8.6） 147.8（10.3） 127.4（19.7） 127.1（18.8）
gluteus medius and minimus 33.9（9.0） 33.8（10.8） 28.5（5.0） 26.3（10.1）
rectus femoris 21.2（2.5） 22.3（2.9） 20.2（2.6） 20.1（2.7）
vastus lateralis 53.8（5.6） 54.2（6.8） 53.1（4.3） 54.0（5.6）
vastus intermedius 51.0（4.6） 52.5（6.8） 50.1（7.4） 49.1（7.5）
vastus medialis 36.0（5.0） 37.8（7.4） 35.5（7.5） 34.7（5.8）
sartorius 9.3（2.2） 9.9（2.4） 8.4（1.8） 8.6（1.1）
biceps femoris 34.7（5.1） 35.7（4.8） 34.2（7.3） 34.8（7.2）
semitendinosus 29.3（3.9） 31.3（4.2） 26.6（3.9） 26.7（3.5）
semimembranosus 21.1（3.9） 22.4（5.6） 21.3（6.4） 20.5（6.2）
adductor 75.5*（13.1） 78.4（14.4） 57.9（13.8） 60.8（12.6）
gracilis 15.3（2.8） 15.5（3.0） 13.1（2.0） 13.4（2.0）

*p<0.05
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の相関関係を示した（r=-0.562，P<0.05）．

　V+群および V-群におけるトレーニング期前

後の最大疾走速度，形態，身体組成，体幹部・骨

盤部および大腿部の筋横断面積の変化量におい

て，両群間に有意な差が認められた項目を図 2

に示した．大腰筋，脊柱起立筋，大臀筋および半

腱様筋の筋横断面積の変化量において，両群間に

有意な差が認められた．

　4．考　察

　本研究の被検者における Pre測定時の最大疾

走速度は，V+群において 9.79±0.38m/s（9.22 －

10.22m/s），V-群において 9.80±0.57m/s（9.21 －

10.56m/s）であった．これらの速度を最大疾走

速度から 100m走の記録を予測する回帰式（松

尾ら，2010） 10）に代入すると，V+群で 11.32s

（11.02s-11.72s），V- 群 で 11.31s（10.78s-11.73s）

となる．松尾ら（2010） 10）の式は，競技会での

記録から回帰式を算出しており，本研究は屋内の

陸上競技実験場で 60m走の計測を実施したこと

から，100m走タイムが 0.1 秒から 0.2 秒程度遅く

なることが予想される（土江，2011） 11）．したがっ

て，本研究の被検者は 100m走を 10.5sから 11.5s

付近で疾走する選手を対象としたといえる．

　本研究では，まず横断的な手法を用いて 100m

走のパフォーマンスの定量指標となる最大疾走速

度と形態，身体組成および体幹部・骨盤部および

大腿部の筋横断面積との関係を明らかにした．そ

の結果，身体組成では BMIおよび除脂肪体重に

おいて最大疾走速度と有意な正の相関関係が，体

脂肪率において有意な負の相関関係が認められ

た．これまで，BMIに着目した Sedeaud（2014） 

12）は，トラック種目の中で，走行距離が短い競

技ほど BMIが高く，距離が長くなればなるほど

表 2　Correlation coefficients between maximal sprint 
velocity and each measured variables

 Maximal sprint velocity
Body height, cm 0.012
Body mass, kg 0.485
Body mass index, kg/m2 0.718*
Percent body fat, % -0.562*
Fat mass, kg -0.441
Free fat mass, kg 0.599*
 
Muscle cross-sectional area, cm2 
rectus abdominis 0.481
abdominal oblique and transverse abdominal 0.749*
Psoas major 0.649*
quadratus lumborum 0.425
erector spinae 0.637*
gluteus maximus 0.749*
gluteus medius and minimus 0.562*
rectus femoris 0.069
vastus lateralis 0.738*
vastus intermedius 0.688*
vastus medialis 0.693*
sartorius 0.79*
biceps femoris 0.649*
semitendinosus 0.623*
semimembranosus 0.698*
adductor 0.497
gracilis 0.622*
 *p<0.05

図1　Maximal sprint velocity before and after training period
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低くなることを明らかにしている．競技選手にお

ける BMIは，身体の有する除脂肪量を強く反映

し，筋力やパワー発揮能力との関連が強い（金久

ら，2002） 13）．このような結果が得られる要因と

して，例えば短距離走では単発的もしくは反復的

なパワー発揮が重要な要素となる一方（山本ら，

1992 14）；吉本ら，2015） 15），長距離走では筋に

持久的な力発揮が求められることが挙げられる．

本研究の結果から，短距離走・ハードル走を専門

とする集団内であっても，高い筋出力を発揮する

ために大きい除脂肪体重が重要な要素となり，ス

プリント能力の高い者ほど身体の有する筋量が多

いと示唆される．また，体脂肪率は最大疾走速

度と有意な負の相関関係が認められた．Kumagai 

et al. （2000） 6） は，100m走において 10 秒台に

ある選手 （10.00s－ 10.90s） の方が 11 秒台選手

（11.00s－ 11.70s） より体脂肪率が有意に低かった

ことを示している．短距離疾走能力は高い出力で

素早く筋発揮を繰り返す反復的パワーがパフォー

マンスの決定要因の一つとなり，体重に対して発

揮できるパワーが高めることが求められる（山本

ら，1992） 14）．体脂肪は組織そのものが力を発揮

しないことから，体重あたりのパワー発揮が求め

られるスプリント動作には負の影響を与えると想

図2　Change value of muscle cross-sectional area of psoas major, erector spinae,
gluteus maximus and semitendinosus before and after training period
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定され，身体に有する体脂肪率の割合が低い者ほ

ど疾走速度が高いことは妥当であるといえる．

　最大疾走速度と体幹部・骨盤部および大腿部の

筋横断面積との関係について検討した結果，体幹

部では大腰筋，脊柱起立筋が，骨盤部では大臀筋 ,

中臀筋・小臀筋が，大腿部では外側広筋，中間広

筋，内側広筋，縫工筋，大腿二頭筋，半腱様筋，

半膜様筋および薄筋が最大疾走速度と有意な正の

相関関係を示した．一方で，V+群と V-群の上

記筋群の筋横断面積について概観すると，大腰

筋，脊柱起立筋，大臀筋および半腱様筋の変化量

において両群間で有意な差が認められた．このこ

とは，スプリント能力の高い者の特徴を明示した

従来の横断的研究（狩野ら，1997 16）；Hoshikawa 

et al., 2006 8）；Sugisaki et al., 2017） 9）に加え，ス

プリント能力の向上や低下に伴って変化する，も

しくはしない筋群を明らかにした初めての知見と

なり，より効果的・効率的にトレーニングプログ

ラムを遂行するうえで重要な基礎資料となる．

　スプリント動作において，脊柱起立筋は筋収縮

を繰り返すような動きを伴わず，むしろアイソメ

トリックな力発揮が求められると想定される．疾

走中に体幹部の筋においてアイソメトリックな筋

収縮を行うことは，体幹の維持・安定に寄与する

ものと推察され，高い疾走速度を獲得する者ほ

ど，体幹を安定するためにより大きな力が必要と

なる．そのような動作は，脊柱起立筋によって遂

行されている可能性があり，結果的に疾走速度の

増大・減少に伴ってそれらの筋群が肥大・萎縮す

るものと推察される．また，大腰筋は主に股関節

屈曲に関与し（馬場ら，2000） 17），疾走能力に強

く影響することが報告されている（Copaver et al., 

2012） 18）．本研究において，V+群と V-群の大腰

筋の変化量は有意な違いが認められた．疾走中に

おける大腰筋は脚の後方からの引き付けに重要な

役割を持ち，高い疾走速度を獲得するためには，

より素早く大きな力で股関節の屈曲を繰り返す必

要がある．したがって，スプリント能力が向上し

た群において大腰筋が肥大し，減少した群では萎

縮がみられたことは，股関節の屈曲に寄与する大

腰筋の改善が疾走速度の獲得に直接的に関与する

ことを示唆している．

　これまで，下肢筋群の筋体積と 100m走のシー

ズン記録との関連について明らかにした先行知見

（Sugisaki et al., 2017） 9）によると，スプリント能

力には大臀筋と大腿四頭筋の比が影響し，大きい

大臀筋に対して小さな大腿四頭筋を有する選手ほ

ど疾走能力が高いことが示されている．本研究の

結果でも，V+群と V-群における大臀筋の変化量

には有意な違いが認められたことから，大臀筋に

よる力発揮の増大は疾走能力の向上に直接的に寄

与することが窺える．大臀筋は，遊脚期の後半か

ら支持期の中盤において活動し（Simonsen et al., 

1985 19）；Morin et al., 2015） 20），推進方向の地面

反力の発揮に貢献する（Belli et al., 2002） 21）．推

進方向の地面反力の向上は，疾走速度の増大に寄

与する（Nagahara et al., 2018） 22）ことから，その

発揮に貢献する大臀筋において，V+群で肥大し，

V-群で委縮したことは妥当であると考えられる．

　本研究では， トレーニング期前後における V+

群と V-群の半腱様筋の変化量には有意な差が認

められた．半腱様筋はスプリント走で重要とされ

るハムストリングスを構成する筋の一つであり，

遊脚期後半（支持期直前）においてそれらの筋群

の筋活動が高い者ほど，疾走速度の規定要因とな

る推進方向の地面反力を大きく獲得できるとされ

ている（Morin et al., 2015） 20）．一方で，本研究

ではハムストリングスを構成する残り 2つ筋（大

腿二頭筋および半膜様筋）において，V+群と V-

群の変化の間に有意な違いがみられなかった．こ

のことは，ハムストリングスを構成する筋の中で

も，特に半腱様筋が疾走速度に重要な役割を担う

ことを示唆している．つまり，疾走能力に関連す

るハムストリングスを 1つの筋群として捉えるの
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みではなく，各筋それぞれの変化に着目すること

もトレーニングプログラムの立案に役立つと考え

られる． 

　5．結　論

　スプリントパフォーマンスの向上を目的とした

取り組みを実施した選手を対象に，トレーニング

期（11 月～ 3 月）前後の筋の形態的特徴を明ら

かにすることで，疾走能力の向上に寄与する骨格

筋群を究明することを目的とした．スプリント能

力が向上した群と減少した群に分け，トレーニン

グ期前後の筋横断面積の変化を検討した結果，大

腰筋，脊柱起立筋，大臀筋および半腱様筋におい

て，スプリント能力が向上した群が減少した群と

比較して有意に肥大していた． 以上のことから，

大腰筋，脊柱起立筋，大臀筋および半腱様筋がス

プリント能力において重要な役割を持つことが示

唆された．
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